
瀬戸石ダム 事前放流による治水への協力 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５ 

 

 

・2020 年 5 月に河川管理者、ダム管理者および関係利水者との間で締結した「球磨川水系

治水協定」に基づき、大きな出水が予想された場合に事前放流を実施しております。 

・2022 年の出水期から、設備改造により更にダム水位を低下させることが可能となり、事前放

流により確保する目標の容量を、約 570 万 m3 (上記図②)から約 680 万 m3(上記図③)へと

増やしました（＋約 110 万 m3）。 

・昨年９月の台風１４号では、698 万 m3を確保しました。 

・なお、「令和２年７月豪雨」時は、通砂/排砂運用により事前に水位を低下させており、上記

図②の空き容量が確保されておりました。 

・今後も事前放流を確実に実施し、治水への協力に努めてまいります。 

① 平常時 

② 大きな出水

予想時 

（2022年 3月

13日まで ） 
 
※通砂/排砂運用

での事前放流

③ 大きな出水

予想時 

(2022年 3月 

14日から) 
 
※治水協力または

通砂/排砂運用

での事前放流 
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満水位 ▽50.0m  
 ダム頂 ▼51.0m 

低水位 ▽47.0m 

 越流頂 ▼36.0m 

瀬戸石ダム 

事前放流水位▽44.0m   

事前放流水位▽41.9m   

目標※ 

約 680 万㎥ 

目標※ 

約 570 万㎥ 

※ 予測降雨量や出水規模等によって変更することがある。 


